
解 答
宗 問１ 60 問２ 10 問３ 中 20 小 10 問４ 17

問５ 10 問６ 左・２ 問７ 唄 カ 欝 ク

就 問１ エ 問２ ア 問３ キ 問４ エ

問５ 40.6 問６ 1.2 問７ 食塩 ０ ホウ酸 32.5

州 問１ イ，エ，オ 問２ イ，カ，ク 問３ 200 問４ エ

問５ イ 問６ ア 問７ ア，オ，カ

修 問１ エ 問２ エ 問３ イ 問４ オ

解 説
宗 問２ 図２で，水平になったときの皿やおもり，棒の重さは，おもりｂを動かさなければつり合いの計算に入れな

くてもよいので，あとからのせたおもりによる釣り合いの式は 12.5×40=５×□×10 □＝10 より，皿Ｂに

のっているビー玉(大)は10個になります。

問３ ビー玉(大)は５ｇなので，おもりａ(中)１個は20ｇ（５×４）と書き入れられます。実際の重さは，５ｇ

（中×１×40＝５×４×10）です。同様に，ａ(小)は10ｇ（５×２）と書き入れられます。実際の重さは，2.5ｇ

（小×１×40＝５×２×10）です。なお，ａ(大)は50ｇ（12.5×40÷10：皿Ｂ側の距離）と書き入れられます。
きよ り

問４ 図３のとき，おもりａ(大) (中) (小)各１個で皿Ｂ80ｇ分（50＋20＋10）を示すので，皿Ｂにのっているビ

ー玉(大)は16個（80÷５）より多いことがわかります。図４のとき，おもりａ(大)１個と (中)２個で皿Ｂ90ｇ分

（50＋20×２）を示すので，皿Ｂにのっているビー玉(大)は18個（90÷５）より少ないことがわかります。よっ

て，17個のっています。

問５ 皿Ｂ側の力が50｛（17×５－80）×10｝多いので，おもりｂを左へ10cm（50÷５）移動すればよいことになり

ます。

問６ 皿Ｂ側に増えた力は 10（１×10）なので，おもりｂは左へ２cm（10÷５）移動すればよいことになります。

問７ 唄 皿Ｂ側の力は97（５×18＋１×７）。おもりａ(大)１個 ，(中)２個の90（50＋20×２）と，おもりｂの

分７（５×14÷10）で97となるカの組み合わせで水平になります。

欝 皿Ｂ側の力は116（5×22＋1×６）です。用意したすべてのおもりａ(大)１個 ，(中)２個，(小)１個の100

（50＋20×２＋10）と，おもりｂの距離を最も大きくした分の力15（５×30÷10）を合わせても115で，皿Ｂ側

の力116に１（116－115）足りないので，クになります。

就 問３ ａ 18.5×100÷50＝37ｇ ｂ（55－50）×100÷50＝10ｇ より，キになります。

問４ 24÷⑤×100－100＝380 より，エになります。

問５ 40℃の水200ｇに，食塩は73ｇ（36.5×200÷100）とけます。蒸発後，水は90ｇ（163－73）残っています。

20℃の水90ｇにとける食塩は32.4ｇ（36×90÷100）ですから，出てきた結晶は40.6ｇ（73－32.4）になります。

問６ 水100ｇにとけるそれぞれの量から，1.2倍｛（100＋24）÷（100+５）＝1.18…｝になります。

問７ 蒸発させたあとの20℃の水150ｇにとける量は，それぞれ72ｇ（36×150÷100）と7.5ｇ（５×150÷100）で

すから，出てくる結晶は食塩０ｇ，ホウ酸32.5ｇ（40－7.5）になります。

州 問３ 年齢Ｘのとき1000個の卵が10個になっているので，100個で１個残ることになり，オス・メス１個ずつの計２

個が残るには200個（100×２）産卵する必要があります。

問４ （図①～③）のように，ムクドリが向く方角は太陽光が進む向き

より，反時計回りに約30度かたむいています。

問６ 午前８時から午後２時までに６時間たっているので，太陽の方向

は約90度西へ移動しているので，（図④）のように，反時計回りに約

120度（90＋30）かたむきます。

修 問１ 表１の半径・質量の値より，図１の右上の木星から順にＤ：土星，

Ｃ：天王星，海王星，地球，Ｂ：金星，Ａ：火星，水星になります。

問２ ガリレオ衛星は木星の衛星です。

問３ 惑星は，小型で軽い地球型の水星・金星・地球・火星と，大型で
わくせい

重い木星型の木星・土星・天王星・海王星に分けられます。さらに，

木星・土星は液体や気体の水素やヘリウムがとりまいているガス惑星，天王星・海王星は氷や水が主体の氷惑星

とよばれています。惑星Ｐは，図から，木星より少し大きく軽いので密度は小さく，イとわかります。

問４ 表１から，円周÷自転周期＝11.21÷0.41＝27.34… よって，オになります。
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